
●9月の作業だより

編集後記 【発行者】

特定非営利活動法人

里山保全活動団体 遊林会

代表理事　井田 三良

〒527-0003

滋賀県東近江市建部北町531

河辺いきものの森内

電    話 : 0748-20-5211

メール : ikimono@e-omi.ne.jp

10月の活動日と作業予定

朝 9:00～(遅刻可)

第2土曜日は、9:00より

1時間ほど観察会を行います

10/22

（木）

10/10

（土）

10/28

（水）

ササ機械刈り

クズ・セイタカ退治

ササ機械刈り

植栽後管理作業

モミジ林の手入れ

木ままクラブ（9月17日)   9人

第4水曜日（9月23日）   14人

　法人化を機に、河辺の森だけでな

く、東近江市の里山を守ろう、とい

うミッションを策定しました。まず

は蒲生の岡本にある梵釈寺の裏山を

視察に行きました。

　引き続き、ネイチャーセンター横

にあるセンダンの伐採をしました。

直径30cmという大きな木ですが、な

んと14歳。センターができる時に明

るくなって生えた木と思われます。

焼き芋用の屋根も作りました。

第2土曜日（9月12日）24人

① 竹林整備　

　野神さんの竹林を整備しました。

切った竹は、滋賀県のやまのこ

環境学習事業にて使いました。

② 草刈り

　草原広場の手入れです。放って

おくと、とんでもないことになる

クズやセイタカを刈りました。

③ ナラ枯れ対策　

　カシナガが入っている木を、爪

楊枝＋薬で守る処置をしました。

④ お昼ご飯作り　

　畑で採れた野菜や、お土産のく

さや（！）など、おいしくいただ

きました。

　10月1日、蒲生の梵釈寺に保全活動に行きました。遊林会が法人化して

記念すべき新事業です。竹が森に侵入し、ササが生い茂り、松やドングリ

の木は枯れ、森は暗くなっています。作業したのは午前中だけでしたが、

地元の方とも一緒に活動して、見違えるほどの作業ができました。

みんなが喜ぶ事業にしていきたいと思います。　　泉

9月観察会

クリスマスコンサート開催決定！

東近江森の博覧会
サテライト観察会のお知らせ

　今月は森を歩いて、植物を中心に参加者の皆さんにい

ろいろ調査をしてもらいました。

まずは、10円玉をピカピカにする葉っぱ探し。数種類

の葉っぱでこすってもらった結果、カタバミの葉っぱで

ピカピカになりました。

次に、青色のまま落ちたドングリ（コナラ）の中身には、

ドングリムシの卵が本当にあるのか！？探しです。今回

は子どもの参加者もいたのですが、大人も子どもも次々

に中を割っていました。

ドングリ虫のお母さんは（写真→）

夏の間に美味しいドングリに、穴を

あけ、卵を産み付けます。そのあと、

枝ごとチョッキと落として、卵から

かえった幼虫はドングリを食べてドングリから脱出し地

面の中へと入っていきます。美味しいドングリというの

は、まずお母さんがドングリに穴をあけて味見をするそ

うです。母は偉大です。台風や風などで落ちたドングリ

もありすべてのドングリでは見つけられませんが、1mm

程度の卵を見つけて、虫メガネやら老眼鏡やら（笑）を

使い、みんなで観察しました。

他にも季節の植物がたくさんで、午前中全て使って観察

会をしたいぐらいでした。

弦楽四重奏の音色で、

一足先にクリスマス気分に

酔いしれましょう！　
詳しくは
また来月！

愛知川にビワマスが産卵のため遡上してくるの

はご存じですか？実際にその様子を専門家と一

緒に観察し、最後には、少しだけビワマスを味

わいます！

　テーマ：いのちのつながりに立ち会う

　　　　　～ビワマスの遡上と産卵～

　日　程：11月8日（日）13:30～15:30

　対　象：どなたでも（ただし自家用車で移動　　

　　　　するので子どもだけの参加は不可）

　定　員：30人（申し込み先着順）

　場　所：永源寺コミュニティーセンター

　　　　　（観察は愛知川にて）

　料　金：500円

　講　師：藤岡康弘氏
　　　　　　元・滋賀県水産試験場 場長　

12月19日（土）夕刻

コナラシギゾウムシ

お申し込みは
0748-20-5211
河辺いきものの森まで！

森の博覧会は

12月13日(日)開催！
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